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鳥
の
毛
で
飾
っ
た
長
さ
７
メ
ー
ト

ル
、重
さ
８
キ
ロ
も
の
槍
棒
を
、２

人
１
組
の
鳥
毛
役
が
約
１０
メ
ー
ト

ル
先
の
相
方
に
投
げ
渡
す
様
が
圧

巻
！
岩
屋
神
社
、市
川
家
、大
石
家

前
、法
泉
寺
、中
越
家
、秋
葉
神
社

に
て
。
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国道33号を仁淀川町役場から松山市方面
へ約30分、大祭当日は、秋葉ロの別枝大橋
から入る一方通行となっています。(出口は
1本上流の橋で、愛媛県側)
秋葉ロで駐車許可証 (無料 )を受け取り、道
筋に立っている案内係の指示に従って駐
車してください。
駐車場は複数あり、満車になれば路上が
臨時駐車場となります。マイクロバスなど
が中越家の下までピストン輸送しています。
しっかり防寒してお出かけください。

ま
つ
り

秋葉神社祭礼練り保存会 会長
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秋
葉
ま
つ
り
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

神

　
　
　を
祓
い
清
め
る
宮
祓
い
か
ら
始
ま
り
、

八
百
よ
ろ
ず
の
神
を
迎
え
る
神
迎
の
舞
・
四
天

の
舞
、

う  

ず  

め

平
家
の
落
人
で
あ
っ
た
古
式
部
の
子
孫
・
日
浦

小
太
夫
が
４
０
０
年
前
に
伊
勢
神
宮
で
取
得

し
た
神
楽
の
技
と
作
法
に
よ
っ
て
創
始
し
た
と

伝
わ
る
神
楽
。演
目
の
順
も
大
切
に
、東
西
南

北
を
し
っ
か
り
決
め
て
舞
わ
れ
ま
す
。奉
納
の

場
所
が
多
く
、７
〜
８
カ
所
の
神
社
で
1 6
の
多

彩
な
演
目
が
演
じ
ら
れ
る
の
も
特
徴
。舞
ご
と

に
お
囃
子
の
リ
ズ
ム
に
少
し
ず
つ
変
化
を
つ
け

て
い
る
の
も
面
白
い
と
こ
ろ
。天
照
大
神
を
岩

屋
か
ら
呼
び
出
す「
宇
受
姫
の
舞
」や
、真
剣
を

使
う「
四
天
の
舞
」な
ど
は
迫
力
満
点
で
す
。
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